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トビイ ロウンカとツマグ ロヨコバイの水稲 およびパ ラフィルムを通 しての吸汁量

遠藤 正造 ・升田 武夫(九 州農業試験場)

The imbibed amount through rice plant and parafilm by the brown planthopper and 

the green rice leafhopper. Shozo ENDO and Takeo MASUDA (Kyushu National Agricul-

tural Experiment Station, Chikugo, Fukuoka 833)

The effects of temperature and concentration of Mipcin (•¬-cumenyl methylcarbamate) 

on the imbibed amount by the brown planthopper, Nilaparvata lugens, and the green 

rice leafhopper, Nephotettix cincticeps, through rice plant and parafilm were examined 

by the tracer technique during 24 hr period after caging . Dietary and root dipping 

solutions including the sub-lethal concentration of 0.2 and 1.0 ppm 14•¬C-labelled Mipcin 

for the brown planthopper and 1.0 and 10 ppm for the green rice leafhopper were used 

at ambient temperatures of 25 and 30•Ž. In the case of the brown planthopper
, the 

imbibed amount through the plant dipped with 1.0 ppm of Mipcin solution at 25•Ž was 

lowest, 3.5ƒÊl/head/day, and the others were in the range of 6
.7-8.2ƒÊl. Imbibed amount 

through parafilm changed from 0 .8 to 2.2ƒÊl, depending on the concentration and tem-

perature. In the case of the green rice leafhopper, imbibed amount through the plant 

was in the range of 6.2-8.0ƒÊl, almost independent of the Mipcin concentration and 

temperature. Imbibed amount through parafilm was a minimum of 2 .9ƒÊl at 10 ppm of 

Mipcin at 25•Ž and a maximum of 5 .3ƒÊl at 1.0 ppm of Mipcin at 30•Ž.

トビイロウンカは密度の高いときには水稲に対 してい

わゆる坪枯れを起こし,ツ マグロヨコバイも東日本では

直接吸汁害により減収をもたらす。また,こ れらはウイ

ルスの媒介虫としても重要である。両虫の吸汁量または
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排 泄 量 につ い て は寒 川(1970a,b),KURATA and

 SOGAWA(1976),HIRATA and SOGAWA(1976),

SAKAI and SOGAWA(1976)の 報 告 が あ るが,温 度,

農 薬 の 吸 汁 に お よぼ す影 響 にっ い ての 報 告 は ほ とん どな

い。 本 報 告 で は トビ イ ロ ウン カ お よ び ツ マ グ ロ ヨ コバ イ

が水 稲 また はパ ラ フ ィル ムを通 して吸 汁 した とき,吸 汁

量 に お よぼ す温 度,農 薬 の影 響 につ い て述 べ る。

材 料 と 方 法

1)稲 体 中 の薬 剤 分 布

14C`_一核 側鎖 メ チル 標識MIPCの1 .Oppm水 溶 液3.Oml

を高 さ55mm,直 径27mmの 試料 び ん に入 れ,こ れ に根 をよ

く水洗 した稚苗3本 を浸 根 し,試 料 び んの 口元 で パ ラフ

ィル ムに よ って 稲 を固 定 した 。25℃,相 対 湿 度 ほ ぼ100

%の 定 温 器 に入 れ,実 験 室 窓 際 の 自然 光 の 下 に置 い た。

水 稲 は24時 間前 か ら薬 液 浸 根 した後,さ らに薬 液 浸 根 を

続 けな が ら1,3,6,24時 間 後 の葉 身,溢 泌 液 の 薬剤

濃 度 を測定 した0溢 泌液 の 採 取 に当 っ て は所 定 時 刻 の3蠢

時 間前 に葉 身 部 を切 り取 り,ミ ク ロ シ リ ン ジで溢 泌 液 の

一 定 量 をそ の ま まバ イ アル に採 り放射 能 を測 定 した。葉

身 部 は アセ トン抽 出 し濃 縮 後,ク ロ ロホ ル ムと水 に分配

し,各 層 と残 渣 につ い て放 射 能 を測定 した。

2)稲 浸 根 法 によ る吸 汁 量 の 測 定

14C一核 側 鎖 メチ ル標 識MIPC水 溶 液3 .Omlを 高 さ55mm,

直 径27mmの 試 料 びん に入 れ,こ れ に根 を よ く水 洗 した稚

苗3本 を浸根 し,試 料 び んの 口元 で パ ラ フ ィル ムに よ り

固定 した。吸 汁 が葉 身部 の みで 行 なわ れ る よ うに ガ ラス

管 を セ ッ トし,下 部 はろ紙,上 部 は綿 で ふ た を した。薬

液 浸 根 は放 虫前24時 間 は25℃ で行 ない,ト ビイ ロウ ン カ

の雌 成 虫10頭 ま た は ッ マ グ ロ ヨコバ イの 雌 成 虫6頭 を,

ガ ラス管 に放 虫後250Cま たは30℃ の 定 温 器 に入 れ,薬 液

浸根 をつづ けな が ら吸 汁 させ た。 これ ら を経 時 的 に 水稲

(葉 身),排 泄甘 露,虫 体 に分 け磨 砕,ア セ トン抽 出 後濃

縮 し,ク ロ ロホル ム と水 に分 配 し,各 層 と残 渣 につ き放

射 能 を測 定 した。

トビ イ ロ ウン カの 浸根 液,14C-標 識MIPCO.2ま た は

1,0ppm水 溶 液

ッ マ グ ロ ヨ コバ イの浸 根 液,1C-標 識MIPC1.0ま た

は10ppm水 溶 液

3)パ ラフ ィル ム法 に よ る吸 汁量 の測 定

高 さ30mm,直 径30mmの ガ ラス びん に トビイ ロ ウ ンカ

また は ッマ グ ロ ヨコバ イの 雌 成 虫10頭 を放 虫 し,パ ラフ

ィル ムで密 閉 した。 そ の上 に14C-MIPCを 含 ん だ

5%シ ョ糖 液0.2mlを 滴下,さ ら にパ ラ フ ィル ム をか

ぶ せ て サ ン ドイ ッチ 状 と し25,30℃ の定 温 器 に静 置 した。

経 時 的 に給 与 液,排 泄甘 露,虫 体 を2)と 同様 に処 理 し,

各 放 射 能 を測 定 した 。

トビイ ロ ウ ンカの給 与 液,14C-_標 識MIPCO,2ま た は

1.0ppmの5%シ ョ糖 液

ツ マ グ ロ ヨ コバ イの 給与 液,14C-標 識MIPC1.0ま た

は10ppmの5%シ ョ糖 液

これ らの 実験 で は水 稲 に レイ ホ ウを用 い,1)は 自然

光 下,2),3)は24時 間連 続 照 明下 で 実 験 した。

結 果 お よ び 考 察

1.稲 体 中 の薬 剤 分 布

葉 身 と溢 泌 液 の放 射 性 物 質 の濃 度(MIPCに 換 算,以

下 同 じ)と 組成 を第1表 に示 した。 葉 身 の 放射 性 物 質 の

98%以 上 を占 め るク ロロ ホル ム可 溶 部 と水 可溶 部 の比 は,

1時 間後 の85:15を 除 けば ほ ぼ一 定 の70:30で あ っ た。 こ

れ らを合 わ せ た濃 度 は1時 間 後 で1.58ppmと 高 か っ たが,

以後 は1ppm前 後 で ほぼ 一 定 で あ った。24時 間 に お け る

放 射 性 物 質 の平 均 濃 度(残 渣 を除 く)は1.17ppmで あ っ

た。 ま た この 間 の溢 泌液 の 放 射 性物 質 濃 度 はほ とん ど一

定 で平 均0.79ppmで あ っ た。この 値 は葉 身 の平 均 濃 度 の

68%に 当 る。 葉 身 の放 射 性 物 質 残 淹 は1時 間後 の0.3

%か ら24時 間後 の2.0ｰ0'へ と 徐 々 に増加 した。 これ らの こ

とか ら,薬 液浸 根 後24～48時 間の 間 の葉 身 の放 射 性物 質

Table 1. Concentration of radioactive materials in the leaf blade and the exduation.

Radioactive materials were calculated as Mipcin. 
Figures in parentheses indicate percentage of radioactivity in the leaf blade.
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Sucking through rice plant Sucking through parafilm

Fig. 1. Time courses of imbibed amount by the brown planthopper.

•¬ : honeydew, •¬ : insect body.

Sucking through rice plant Sucking through parafilm

Fig. 2. Time courses of imbibed amount by the green rice leafhopper . •¬ 

: honeydew, •¬ : insect body.

の 組 成,濃 度 は ほ ぼ一 定 して お り,ま た その 濃 度 は溢 泌

液(導 管 流)の 濃 度 と あ ま り異 な らず,放 射 性 物 質 は葉

身 内 に ほ ぼ 均 一 に 分 布 して い る もの と み られ た 。 寒 川

(1970a),内 藤 ・正 木(1967)は トビイ ロウ ン カ,ツ マ

グ ロヨ コバ イの 口針 挿入 部 位 は,水 稲 の 維 管 束 あ るい は

柔組織であると報告 しているが,薬 液浸根 した水稲の葉

身では放射性物質が放虫時間内においてはほぼ均一に分

布 していると推定されたので,2)の 実験での トビイロ

ウンカ,ツ マグロヨコバイの吸汁量は,葉 身の放射性物

質の平均濃度を基に算出した。
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2.吸 汁量

トビ イ ロ ウン カの稲 浸 根 法 とパ ラ フ ィル法 で の 吸 汁量

を第1図 に示 した。 トビ ィ ロウ ン カのMIPC浸 根 稲 か

らの 吸 汁 量(1頭,1日 当 り)はMIPC低 濃 度(0.2ppIn)

で は6.71(25℃),7.6μl(30℃)で あ っ たが,高 濃度

(1.0ppm)で は3.51(25℃),8.2μl(30℃)で あ った 。

低 濃 度 で は25℃ と30℃ で の吸 汁 量 にほ とん ど差 は なか っ

た が,高 濃度 で は温 度 によ る影 響 が み られ,25℃ で は30

℃の 場 合 の43%の 吸 汁 量 で あ っ た。25℃ で はMIPCに

よ る影 響 が み られ,高 濃度(1.0ppm)で は低 濃 度(0.2

ppm)の53%の 吸 汁量 で3.5μlと な った 。 ま た,寒 川

(1970a,b)は トビイ ロ ウ ンカの 水 稲 で の'目露 排 泄 量 を

13μl(28℃)と 報 告 してい るが,本 実 験(25℃)で の甘

露排 泄 量 はMIPCの 低濃 度 で6.1μl,高 濃 度 で は3.3μl

とな っ た。 これ らの こ とか らMIPCは 低 濃 度 で も トビ

イ ロ ウン カの 吸 汁量 に影 響 をお よぼ す もの と考 え られ た。

ま た,虫 体 取 り込 み 量 は吸 汁量 の6～9%に 当 る0.2～

0.6μlで あ った 。

パ ラ フ ィル ム法 の場 合,第1図 に示 され た よ うに吸 汁

量 はMIPC低 濃 度(0.2ppm),高 温(30℃)で 最 大

2.2μl,高 濃 度(1.0ppm),低 温(25℃)で 最 小0.8,μlの

範 囲で,MIPC濃 度,温 度 に よ る影 響 が 認 め られ た。 ま

た25℃ に お け る 吸 汁 量 をKURATA and SOGAWA

(1976)の4.7μl/頭/22時 間 と 比 較 す る と,本 実 験 で は

MIPC 0.2ppmで1.1μl,同1.0ppmで0.8μlで あ り,

MIPCの 影 響 と ガ ラス びん の 口 を パ ラ フ ィル ムで 密 閉

した こ と に よ る容 器 内湿 度 の 増加 の影 響 とが考 え られ た 。

パ ラフ ィル ム法 で は全 体 に吸 汁量 が少 な く稲浸 根 法 の 場

合 の16～29%で あ った。 虫 体 取 り込 み量 はMIPC 0.2

ppm,30℃ で は吸 汁 量 の9%で あ っ たが,そ の 他 は28～

38%で あ った。

稲 浸 根,パ ラフ ィル ム法 と も虫 体 取 り込 み量 は吸 汁量

Fig. 3. Partition between chloroform and water of radioactive materials imbibed

 by insects and those of feeding substance (brown planthopper). 

C:chloroform soluble, W:water soluble, R:unextractable.
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ほ どの差 は な く0.2～0.61で あっ た。 供 試 した トビィ ロ

ウン カ の体 重 は2,0mg/雌 で あ り,稲 浸根 法(30℃)の 場

合,虫 体 重(mg)に 対す る吸 汁 量(μ り の比 は4,0で あ っ

た。 同 様 に虫 体 重(mg)に 対 す る虫体 取 り込 み量(μl)の

比 は0.3で あ った。

ッ マ グ ロ ヨ コバ イの 稲 浸 根,パ ラ フ ィル ム法 で の吸 汁

量 を第2図 に示 した。 ツ マ グ ロ ヨコバ イの 水 稲 か らの 吸

汁量 は温 度,MIPC濃 度 にか かわ らず6.2～8.0μlで あ

ま り差 が な く,ト ビ イ ロ ウ ンカの 場合 ほ ど温 度,MIPC

濃 度 に よ る影 響 はみ られ な か った。 虫体 取 り込 み量 は吸

汁量 の25～33%に 当 る1.6～2,6μ1で あ っ た。

パ ラ フ ィル ム法 の場 合 は第2図 に示 され た よ う に,温

度 とMIPC濃 度 の影 響 が多 少 み られ,吸 汁量 はMIPC

低 濃 度(1.0ppm),高 温(30℃)で 最 大5.3μl,高 濃 度

(10ppm),低 温(25℃)で 最 小2.9μ ～で あ っ た。 ま た25

℃ の場 合,MIPC1.Oppmお よび10ppmで の 吸 汁量 は

3.9Fr1お よび2.91で,HIRATA and SOGAWA(1976)

の1.76,1(27℃)よ り多 く,KURATA and SOGAWA

(1976)の14.3μl(25℃,22時 間)よ り少 なか った 。 こ

の こ とか らMIPC(1.0ppm,10ppm)は ツマ グ ロ ヨコ

バ イの 吸汁 に大 き な影 響 を与 えず ,他 に大 きな影 響 を与

え る要 因 が あ る もの と考 え られ た。 パ ラ フ ィル ム を通 し

て の吸 汁 量 は水 稲 か らの吸 汁 量 の36～80%で あ り,全 区

と も トビイ ロ ウ ンカ の場 合 ほ どの差 は なか った 。 この場

合,虫 体 取 り込 み量 は吸 汁量 の37～57%に 当 る1.6～2.0

μlで,水 稲 か ら吸 汁 した場 合 とほぼ 同 じで あっ た。 供 試

した ツ マ グ ロ ヨ コバ イの 体重 は3.9mg/雌 で,稲 浸 根 法

(30℃)で は虫 体 重(mg)に 対 す る吸 汁量(μl)の 比 は1.7

で あ っ た。 ま た 同様 に虫 体 重(mg)に 対 す る虫 体 取 り込

み量(μl)の 比 は0.5で あ っ た。 虫体 重 に対 す る虫 体 取 り

Fig. 4. Partition between chloroform and water of radioactive material
s imbibed b

y insects and those of feeding substance (green rice leafhopper) . 
C:chloroform soluble, W:water soluble , R:unextractable.
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込み量の比は トビイロウンカの場合より大きかった。

3.虫 体および排泄甘露などにおける放射性物質の組

成

稲体,給 与液,排 泄甘露,虫 体における放射性物質の

組成は第3,4図 に示した。 トビイロウンカでは稲浸根,

パ ラフィルム法ともMIPC高 濃度の場合に虫体の未分

解物(C)の 割合が大 きく,低 濃度では分解物(W+R)

の割合が大きかった。給与法および温度による差はほと

んど認められなかった。

ツマグロヨコバイでもトビイロウンカとほぼ同様の傾

向にあったが,分 解物と虫体組織が結合 したと考えられ

る残渣(R)の 比率が トビイロウンカの場合より高かっ

た。

トビイロウンカでは稲体中における未分解物(C)の

比率がパラフィルム法における給与液中の未分解物(C)

の比率より低かったにもかかわらず,両 処理濃度とも稲

浸根法の場合に排泄甘露の未分解物(C)の 比率が高か

った。パラフィルム法でほ排泄甘露量が少なかったため

分解が進んだものとみられた。

ッマグロヨコバイではこの関係は トビイロウンカのと

きよりさらに明瞭で,両 処理濃度とも稲浸根法では排泄

された甘露の95%以 上 が未分解物(C)で あったが,パ

ラフィルム法での未分解物(C)は43%以 下であった。
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